
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

建

設

業

の

許

可

の

取

消

し

監

理

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

担

当

課

（

室

）

の

完

了

目

次

【

正

誤

】

○

漁

業

共

済

加

入

区

の

漁

業

の

区

分

の

変

更

の

正

水

産

課

【

告

示

】

○

岡

山

県

中

小

企

業

支

援

資

金

融

資

制

度

要

綱

の

経

営

支

援

課

誤

一

部

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

○

特

定

施

設

の

設

置

許

可

申

請

環

境

管

理

課

○

指

定

居

宅

介

護

支

援

の

事

業

の

廃

止

長

寿

社

会

課

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

○

〃

〃

○

土

砂

災

害

警

戒

区

域

の

指

定

防

災

砂

防

課

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

指

定

構

造

計

算

適

合

性

判

定

機

関

か

ら

の

変

更

建

築

指

導

課

の

届

出

【

公

告

】

○

飼

料

試

験

結

果

の

公

表

畜

産

課

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
十
五
号

岡
山
県
中
小
企
業
支
援
資
金
融
資
制
度
要
綱
（
平
成
二
十
一
年
岡
山
県
告
示
第
二
百
四
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

第
二
条
第
一
号
中
「

次
号
に
お
い
て
「
企
業
組
合
」
と
い
う

」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
を
次
の

（

。
）

よ
う
に
改
め
る
。

二

小
規
模
企
業
者

信
用
保
険
法
第
二
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
会
社
及
び
個

人
並
び
に
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
企
業
組
合
を
い
う
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
十
六
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)名

称
株
式
会
社
姫
太
郎

住
所

兵
庫
県
姫
路
市
飾
磨
区
今
在
家

番
地

1
0
5
8

氏
名

代
表
取
締
役

福
井

如
一

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
株
式
会
社
姫
太
郎

所
在
地

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
福
元

－
１

1
4
7
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 新 設 新 設

16 麺類製造業の用に供 16 麺類製造業の用に供 16 麺類製造業の用に供
する湯煮施設４ する湯煮施設５ する湯煮施設７種 類

能 力 200ｇ×700食／ｈ 150ｇ×5,000食／ｈ 200ｇ×6,000食／ｈ

工 事 着 手 予 定 年 月 日 既設 既設 既設

工 事 完 成 予 定 年 月 日 既設 既設 既設

使 用 開 始 予 定 年 月 日 許可後直ちに 許可後直ちに 許可後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間
並びにその使用に季節的変動がある場合 連続６時間 連続６時間 連続６時間
はその概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 4.3 5 7.2 8.2 19 22.8
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 5.5 5.4 5.5 5.4 5.5 5.4
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／ℓ） 1,680 2,040 1,640 2,000 1,760 2,080
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／ℓ） 2,100 2,550 2,050 2,500 2,200 2,600

Ｓ Ｓ（㎎／ℓ） 390 468 390 468 390 468

油 分（㎎／ℓ） 2 3 2 3 2 3

Ｔ－Ｎ（㎎／ℓ） 30 40 30 40 30 40

Ｔ－Ｐ（㎎／ℓ） 6 8 6 8 6 8

大腸菌群数 個／㎤ 0 3,000 0 3,000 0 3,000（ ）

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
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区 分 変 更 前 変 更 後 変 更 前 変 更 後

16 麺類製造業の用に供 16 麺類製造業の用に供

同左 同左
種 類 する湯煮施設１ する湯煮施設２

能 力 220ｇ×3,000食／ｈ 220ｇ×5,000食／ｈ

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 着工後直ちに － 着工後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 完成後直ちに － 完成後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間
並びにその使用に季節的変動がある場合 連続８時間 連続６時間 連続８時間 連続６時間
はその概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 13 15 16 19
水等の汚染状態 同左 同左
の通常の値及び ｐ Ｈ 5.5 5.4 5.5 5.4
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／ℓ） 2,580 3,096 1,720 2,000 2,580 3,096 1,760 2,080
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／ℓ） 2,680 3,216 2,150 2,500 2,680 3,216 2,200 2,600

Ｓ Ｓ（㎎／ℓ） 390 468 390 468
同左 同左

油 分（㎎／ℓ） 2 3 2 3

Ｔ－Ｎ（㎎／ℓ） 52 62 30 40 52 62 30 40

Ｔ－Ｐ（㎎／ℓ） 8.5 10 6 8 8.5 10 6 8

大腸菌群数 個／㎤ 0 3,000 同左 0 3,000 同左（ ）

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする。

平成２６年２月１４日　岡山県公報　第１１５５９号



区 分 変 更 前 変 更 後 変 更 前 変 更 後

16 麺類製造業の用に供 17 豆腐又は煮豆の製造
種 類 する湯煮施設３ 業の用に供する湯煮施設

同左 ６ 同左

能 力 150ｇ×3,000食／ｈ 150ｇ×500食／ｈ

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 着工後直ちに － 着工後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 完成後直ちに － 完成後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間
並びにその使用に季節的変動がある場合 連続８時間 連続６時間 連続６時間 同左
はその概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 5 6 35 42
水等の汚染状態 同左 同左
の通常の値及び ｐ Ｈ 5.5 5.4 5.8 8.6
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／ℓ） 2,580 3,096 1,560 1,840 2,700 3,000 650 779
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／ℓ） 2,680 3,216 1,950 2,300 2,500 2,952 601 721

Ｓ Ｓ（㎎／ℓ） 390 468 450 500
同左

油 分（㎎／ℓ） 2 3 120 150

Ｔ－Ｎ（㎎／ℓ） 52 62 30 40 280 300 同左

Ｔ－Ｐ（㎎／ℓ） 8.5 10 6 8 15 20

大腸菌群数 個／㎤ 0 3,000 同左 0 3,000（ ）

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

区 分 変 更 前 変 更 後

工場又は事業場における施設番号 排水処理設備

種 類 生物処理

構 造 ＲＣ
同左

主 要 寸 法 19.81×16.95×5.0Ｈ

能 力 310㎥／日

処 理 の 方 法 活性汚泥，接触酸化

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時
間並びにその使用に季節的変動がある 連続24時間 同左
場合はその概要

使用時において 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
当該特定施設か 区 分
ら排出される汚 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
水等の汚染状態
の通常の値及び 水 量（㎥／日） 251 299.2 251 299.2 249 297.2 249 297.2
最大の値並びに
当該汚水等の通 ｐ Ｈ 5.0～9.0 5.0～9.0 5.8～8.6 5.8～8.6
常の量及び最大
の量 ＢＯＤ（㎎／ℓ） 925 1,000 15 20

ＣＯＤ（㎎／ℓ） 849 850 20 30

Ｓ Ｓ（㎎／ℓ） 319 450 30 35
同左

油 分（㎎／ℓ） 50 50 5 5

Ｔ－Ｎ（㎎／ℓ） 48.5 50 15 20

Ｔ－Ｐ（㎎／ℓ） 6.3 7 2 3

大腸菌群数 個／㎤ 0 3,000 0 3,000（ ）

(5) 排水口に関する事項
変更なし

２ 縦覧の期間及び場所
(1) 期 間 平成26年２月14日から同年３月７日まで
(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び瀬戸内市役所
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
十
七
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
ひ
ろ
む
し

２

所
在
地

岡
山
県
和
気
郡
和
気
町
和
気
一
〇
八

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
広
虫
荘

２

所
在
地

岡
山
県
赤
磐
市
沢
原
一
三
九
五

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
二
三
〇
〇
〇
八
一

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護
支
援

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ふ
ぁ
～
す
と

介
護
相
談
事
業
所

２

所
在
地

岡
山
県
都
窪
郡
早
島
町
前
潟
一
〇
八
番
地
三

一
〇
三

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

有
限
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
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２

所
在
地

岡
山
県
都
窪
郡
早
島
町
前
潟
一
〇
八
番
地
三

一
〇
三

－

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
二
六
〇
〇
二
七
四

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護
支
援
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

津
山
市
加
茂
町
原
口
字
高
下
鼻
三
四
六
、
三
四
八
、
字
上
高
下
三
四
七
、
三
五
四
、
三
五
五
、
字

風
呂
ノ
尾
三
五
一
、
字
木
戸
ノ
元
三
五
三

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

字
上
高
下
三
四
七
、
三
五
四
、
字
木
戸
ノ
元
三
五
三
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す

部
分
に
限
る
。
）

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
に
係
る
市
町

（３）
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
津

山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

美
作
市
東
吉
田
字
腰
前
二
六
五
の
一
、
二
六
五
の
三
、
字
石
ケ
谷
二
六
八
、
字
ザ
ン
ゾ
ヲ
畑
二
七

、

、

、

、

一
の
一
か
ら
二
七
一
の
四
ま
で

字
皆
坂
口
二
七
四
の
一

二
七
四
の
四

字
十
石
山
二
七
五
の
一

二
七
五
の
二
、
字
楮
原
二
七
六
、
二
七
七
、
二
七
九

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

字
腰
前
二
六
五
の
一
、
二
六
五
の
三
、
字
石
ケ
谷
二
六
八
、
字
皆
坂
口
二
七
四
の
一
、
二
七

四
の
四
、
字
楮
原
二
七
六
、
二
七
九
（
以
上
七
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
に
係
る
市
町

（３）
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
美

「

作
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

平成２６年２月１４日　岡山県公報　第１１５５９号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法

律
第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
津
山
市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区

域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

二
〇
三
Ｋ
市
場
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
市
場
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
押
渕
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
堂
尾
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
市
場
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
市
場
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
市
場
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
市
場
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
大
岩
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
大
吉
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
大
吉
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
大
吉
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
大
吉
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
大
吉
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
押
渕
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
押
渕
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
金
屋
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
金
屋
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
荒
神
山
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
中
原
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
中
原
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を

、
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

県
美
作
県
民
局
建
設
部

平成２６年２月１４日　岡山県公報　第１１５５９号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
一
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
玉
野
市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を

次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

二
〇
四
Ｄ
大
藪
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
上
山
坂
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
上
山
坂
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
上
山
坂
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
上
山
坂
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
北
方
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
北
方
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
後
閑
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
後
閑
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
渋
川
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
田
井
〇
一
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
田
井
〇
一
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
滝
〇
一
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
滝
〇
一
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
滝
〇
一
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
滝
〇
一
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
滝
〇
一
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
槌
ケ
原
〇
一
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
永
井
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
永
井
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
長
尾
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
長
尾
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

平成２６年２月１４日　岡山県公報　第１１５５９号



二
〇
四
Ｄ
長
尾
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
長
尾
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
西
田
井
地
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
西
田
井
地
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
西
田
井
地
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
八
浜
町
波
知
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
八
浜
町
見
石
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
八
浜
町
見
石
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
八
浜
町
見
石
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
八
浜
町
見
石
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
番
田
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
番
田
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
番
田
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
番
田
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
東
田
井
地
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
日
比
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
日
比
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
日
比
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
日
比
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
深
井
町
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
山
田
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
山
田
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
四
Ｄ
山
田
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
備
前
県
民
局
建
設
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平成２６年２月１４日　岡山県公報　第１１５５９号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
二
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
笠
岡
市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を

次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

二
〇
五
Ｋ
大
島
中
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
五
Ｋ
大
島
中
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
五
Ｋ
大
島
中
〇
一
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
五
Ｋ
大
島
中
〇
一
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
五
Ｋ
大
島
中
〇
一
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
五
Ｋ
大
島
中
〇
一
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
五
Ｋ
西
大
島
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
五
Ｋ
西
大
島
〇
一
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
五
Ｋ
西
大
島
〇
一
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
五
Ｋ
西
大
島
〇
一
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
五
Ｋ
吉
浜
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
五
Ｄ
大
島
中
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
五
Ｄ
大
島
中
〇
一
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
五
Ｄ
大
島
中
〇
一
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
五
Ｄ
大
島
中
〇
一
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
五
Ｄ
大
島
中
〇
一
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
五
Ｄ
大
島
中
〇
一
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
五
Ｄ
大
島
中
〇
一
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
五
Ｄ
大
島
中
〇
一
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
五
Ｄ
西
大
島
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
五
Ｄ
西
大
島
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
五
Ｄ
西
大
島
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

平成２６年２月１４日　岡山県公報　第１１５５９号



二
〇
五
Ｄ
西
大
島
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
五
Ｄ
西
大
島
〇
一
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
備
中
県
民
局
井
笠
地
域
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平成２６年２月１４日　岡山県公報　第１１５５９号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
三
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
井
原
市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を

次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

二
〇
七
Ｋ
野
上
町
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
東
江
原
町
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
東
江
原
町
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
東
江
原
町
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
東
江
原
町
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
東
江
原
町
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
芳
井
町
西
三
原
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
芳
井
町
西
三
原
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
芳
井
町
西
三
原
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
芳
井
町
西
三
原
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
芳
井
町
西
三
原
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
芳
井
町
西
三
原
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
芳
井
町
西
三
原
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
芳
井
町
西
三
原
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
芳
井
町
西
三
原
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
芳
井
町
西
三
原
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
芳
井
町
西
三
原
〇
一
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
芳
井
町
東
三
原
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
芳
井
町
東
三
原
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
芳
井
町
東
三
原
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
芳
井
町
東
三
原
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
芳
井
町
東
三
原
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
七
Ｋ
芳
井
町
東
三
原
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
芳
井
町
東
三
原
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
芳
井
町
東
三
原
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
芳
井
町
東
三
原
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｄ
東
江
原
町
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｄ
東
江
原
町
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｄ
東
江
原
町
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｄ
芳
井
町
西
三
原
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｄ
芳
井
町
東
三
原
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
備
中
県
民
局
井
笠
地
域
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
四
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
総
社
市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を

次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

二
〇
八
Ｋ
宍
粟
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｋ
宍
粟
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｋ
宍
粟
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｋ
宍
粟
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｋ
宍
粟
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｋ
宍
粟
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｋ
福
谷
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｋ
見
延
〇
一
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｋ
見
延
〇
一
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｄ
宍
粟
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｄ
宍
粟
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｄ
宍
粟
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｄ
宍
粟
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｄ
宍
粟
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｄ
福
谷
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｄ
福
谷
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｄ
福
谷
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｄ
福
谷
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｄ
福
谷
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｄ
福
谷
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｄ
福
谷
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｄ
福
谷
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
八
Ｄ
福
谷
〇
一
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｄ
見
延
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｄ
見
延
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｄ
見
延
〇
一
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｄ
見
延
〇
一
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
八
Ｄ
見
延
〇
一
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
備
中

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

県
民
局
建
設
部

平成２６年２月１４日　岡山県公報　第１１５５９号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
五
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
新
見
市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を

次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

二
一
〇
Ｋ
大
佐
大
井
野
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
大
佐
大
井
野
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
大
佐
大
井
野
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
大
佐
大
井
野
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
大
佐
大
井
野
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
大
佐
小
阪
部
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
大
佐
小
阪
部
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
大
佐
永
富
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
大
佐
布
瀬
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
大
佐
布
瀬
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
大
佐
布
瀬
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
大
佐
布
瀬
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
大
佐
布
瀬
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
大
佐
布
瀬
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
大
佐
布
瀬
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
大
佐
布
瀬
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
大
佐
布
瀬
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
大
佐
布
瀬
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り
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二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
一
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
一
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
一
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
一
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
一
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
一
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
一
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
一
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
一
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
二
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
二
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
二
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
二
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
神
郷
釜
村
〇
二
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
老
栄
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
老
栄
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
老
栄
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
老
栄
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
蚊
家
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
蚊
家
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
蚊
家
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
蚊
家
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
蚊
家
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
蚊
家
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

平成２６年２月１４日　岡山県公報　第１１５５９号



二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
蚊
家
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
蚊
家
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
蚊
家
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
蚊
家
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
蚊
家
〇
一
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
蚊
家
〇
一
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
蚊
家
〇
一
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
蚊
家
〇
一
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
蚊
家
〇
一
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
蚊
家
〇
一
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
蚊
家
〇
一
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
蚊
家
〇
一
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
蚊
家
〇
一
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
蚊
家
〇
二
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
田
淵
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
成
松
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
成
松
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
成
松
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｋ
哲
多
町
成
松
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
大
佐
大
井
野
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
大
佐
大
井
野
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
大
佐
大
井
野
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
大
佐
大
井
野
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
大
佐
大
井
野
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
大
佐
大
井
野
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
大
佐
大
井
野
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
大
佐
大
井
野
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
大
佐
大
井
野
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
大
佐
大
井
野
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
大
佐
大
井
野
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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二
一
〇
Ｄ
大
佐
大
井
野
〇
一
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
大
佐
大
井
野
〇
一
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
大
佐
大
井
野
〇
一
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
大
佐
大
井
野
〇
一
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
大
佐
大
井
野
〇
一
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
大
佐
大
井
野
〇
一
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
大
佐
大
井
野
〇
一
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
大
佐
大
井
野
〇
一
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
大
佐
田
治
部
〇
二
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
大
佐
田
治
部
〇
二
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
大
佐
田
治
部
〇
二
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
釜
村
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
釜
村
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
釜
村
〇
一
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
釜
村
〇
一
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
釜
村
〇
一
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
釜
村
〇
一
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
釜
村
〇
一
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
釜
村
〇
一
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
釜
村
〇
一
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
釜
村
〇
一
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
釜
村
〇
二
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
釜
村
〇
二
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
釜
村
〇
二
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
釜
村
〇
二
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
釜
村
〇
二
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
釜
村
〇
二
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
釜
村
〇
二
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
釜
村
〇
二
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
釜
村
〇
二
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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二
一
〇
Ｄ
神
郷
釜
村
〇
二
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
釜
村
〇
三
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
高
瀬
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
高
瀬
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
油
野
〇
二
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
油
野
〇
二
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
油
野
〇
二
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
油
野
〇
二
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
油
野
〇
二
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
油
野
〇
二
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
神
郷
油
野
〇
三
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
哲
多
町
老
栄
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
哲
多
町
老
栄
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
哲
多
町
老
栄
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
哲
多
町
萩
尾
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
哲
多
町
蚊
家
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
哲
多
町
蚊
家
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
哲
多
町
蚊
家
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
哲
多
町
蚊
家
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
哲
多
町
蚊
家
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
哲
多
町
蚊
家
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
哲
多
町
蚊
家
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
哲
多
町
成
松
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
哲
多
町
成
松
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
哲
多
町
成
松
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
哲
多
町
成
松
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
哲
多
町
矢
戸
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
哲
多
町
矢
戸
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
哲
多
町
矢
戸
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
哲
多
町
矢
戸
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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二
一
〇
Ｄ
哲
多
町
矢
戸
〇
一
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
哲
多
町
矢
戸
〇
一
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
〇
Ｄ
哲
多
町
矢
戸
〇
一
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
備
中
県
民
局
新
見
地
域
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
六
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
美
作
市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を

次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

二
一
五
Ｋ
井
口
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
大
町
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
大
町
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
大
町
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
大
町
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
大
町
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
梶
並
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
楮
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
楮
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
楮
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
楮
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
河
内
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
杉
原
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
長
谷
内
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
長
谷
内
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
長
谷
内
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
長
谷
内
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
馬
形
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
馬
形
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
馬
形
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
真
殿
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
真
殿
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り
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二
一
五
Ｋ
芦
河
内
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
粟
井
中
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
粟
井
中
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
粟
井
中
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
大
内
谷
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
大
内
谷
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
大
内
谷
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
小
野
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
小
野
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
小
野
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
小
野
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
小
ノ
谷
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
梶
原
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
鷺
巣
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
瀬
戸
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
瀬
戸
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
瀬
戸
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
田
原
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
松
脇
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
松
脇
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
宮
原
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
宮
原
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
宮
原
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
山
城
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
山
城
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
山
城
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
山
城
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
山
城
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｋ
山
手
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
大
町
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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二
一
五
Ｄ
大
町
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
大
町
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
久
賀
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
久
賀
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
久
賀
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
久
賀
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
楮
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
楮
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
楮
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
楮
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
長
谷
内
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
長
谷
内
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
長
谷
内
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
長
谷
内
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
長
谷
内
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
馬
形
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
馬
形
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
真
加
部
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
真
殿
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
真
殿
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
真
殿
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
真
殿
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
真
殿
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
真
殿
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
真
殿
〇
一
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
真
殿
〇
一
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
真
殿
〇
一
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
真
殿
〇
一
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
真
殿
〇
一
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
余
野
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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二
一
五
Ｄ
余
野
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
余
野
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
余
野
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
余
野
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
芦
河
内
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
粟
井
中
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
粟
井
中
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
粟
井
中
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
粟
井
中
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
小
野
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
小
野
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
小
野
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
小
ノ
谷
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
小
房
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
小
房
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
小
房
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
梶
原
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
梶
原
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
梶
原
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
梶
原
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
梶
原
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
梶
原
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
鷺
巣
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
鷺
巣
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
鷺
巣
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
瀬
戸
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
瀬
戸
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
瀬
戸
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
瀬
戸
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
瀬
戸
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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二
一
五
Ｄ
田
原
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
田
原
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
宮
原
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
宮
原
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
宮
原
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
宮
原
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
宮
原
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
宮
原
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
宮
原
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
宮
原
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
宮
原
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
山
城
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
山
城
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
山
手
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
山
手
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
山
手
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
山
手
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
山
手
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
山
手
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
山
手
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
一
五
Ｄ
山
手
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
美
作
県
民
局
勝
英
地
域
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
七
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
小
田
郡
矢
掛
町
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒

区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

四
六
一
Ｄ
浅
海
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
宇
角
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
内
田
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
内
田
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
内
田
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
内
田
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
宇
内
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
江
良
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
小
田
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
小
林
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
小
林
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
小
林
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
上
高
末
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
上
高
末
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
里
山
田
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
里
山
田
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
里
山
田
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
里
山
田
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
中
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
東
三
成
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
南
山
田
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
南
山
田
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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四
六
一
Ｄ
南
山
田
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
本
堀
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
矢
掛
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
矢
掛
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
矢
掛
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
横
谷
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
横
谷
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
横
谷
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

四
六
一
Ｄ
横
谷
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
備
中
県
民
局
井
笠
地
域
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
八
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
苫
田
郡
鏡
野
町
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒

区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

六
〇
六
Ｋ
入
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
中
谷
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
中
谷
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
中
谷
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
中
谷
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
中
谷
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
中
谷
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
中
谷
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
中
谷
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
中
谷
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
中
谷
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
中
谷
〇
一
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
山
城
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
山
城
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
山
城
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｋ
山
城
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
入
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
入
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
一
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
一
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
一
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
一
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
一
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
一
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
一
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
一
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
二
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
二
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
二
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
二
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
二
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
二
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
二
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
二
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
二
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
二
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
三
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
三
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
中
谷
〇
三
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
山
城
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
山
城
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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六
〇
六
Ｄ
山
城
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
山
城
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
山
城
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
〇
六
Ｄ
山
城
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
美
作
県
民
局
建
設
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
九
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
五
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
、
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
の
名
称

株
式
会
社
建
築
構
造
セ
ン
タ
ー

二

変
更
の
内
容

構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更

岡
山
事
務
所

新
：
岡
山
県
岡
山
市
北
区
内
山
下
一
丁
目
三
番
一
九
号

成
広
ビ
ル
二
階

旧
：
岡
山
県
岡
山
市
北
区
丸
の
内
二
丁
目
一
二

二
〇

内
山
下
ビ
ル
三
〇
三
号
室

－

三

変
更
の
年
月
日

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
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〔
六
三
〕
飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
三
十
五

号
）
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
五
年
十
一
月
及
び
十
二
月
に
収
去
し
た
飼
料
の
試

験
結
果
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太
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試 験 結 果 の 概 要

製造

収去場所 飼 料 の 名 称 粗たん 粗脂肪 粗繊維 粗灰分 カルシ り ん ＴＤＮ ＭＥ 備 考製造事業場等の名称及び所在地

年月 白質 ウム (Kcal

(％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) /kg)

小山物産（株） 同 左 マルコ印 25年
65.1 ― ― 21.2 ― ― ― ―

岡山県岡山市北区延友４３６番地１ ６０％飼料用魚粉 11月

同 上 同 左 マルコ印 25年
67.0 ― ― 17.3 ― ― ― ―

６５％飼料用魚粉 11月

大洋興産（株）岡山工場 同 左 ６０％フィッシュミール 25年
62.3 ― ― 22.9 ― ― ― ―

岡山県岡山市北区延友４３６番地１ 11月

ゴトウ物産（株）倉敷工場 同 左 ６５％飼料用魚粉 25年
66.6 ― ― 17.4 ― ― ― ―

岡山県倉敷市玉島乙島字新湊８２５６番６９ 11月

西日本飼料（株） 同 左 日清丸紅印配合飼料 種豚用 25年
17.5 5.2 2.8 5.0 0.81 0.63 77.0 ―

岡山県倉敷市水島海岸通三丁目６番地３ しゅとん授乳期 11月

同 上 同 左 日清丸紅印配合飼料 成鶏用 25年
18.4 6.1 2.3 11.6 3.78 0.60 ― 2,850

ピーク・トリガー 11月

ＪＡ西日本くみあい飼料（株）水島工場 同 左 くみあい飼料 25年
21.4 3.2 2.3 4.7 0.80 0.41 75.9 ―

岡山県倉敷市水島海岸通三丁目６番地 モーレットＮフレプレ 11月

同 上 同 左 くみあい飼料 25年
14.5 3.8 6.8 6.3 0.94 0.77 67.5 ―

和牛繁殖子宝きらきらＭ 11月

中部飼料（株）水島工場 同 左 マル中印ほ乳期子豚育成用配合飼 25年

岡山県倉敷市水島海岸通三丁目１番３ 料 11月 21.1 6.8 1.8 6.2 1.16 0.74 82.1 ―

もも太郎ＳＳ

同 上 同 左 マル中印幼すう用配合飼料 25年
22.9 5.2 2.5 5.9 1.11 0.73 ― 2,920

幼す名人 11月

日本農産工業（株）水島工場 同 左 ノーサン印肉豚肥育用配合飼料 25年
15.7 4.6 2.5 4.1 0.71 0.44 78.0 ―

岡山県倉敷市児島塩生２７６７番地３２ エコミート 10月
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同 上 同 左 ノーサン印種豚飼育用配合飼料 25年
15.3 5.6 3.3 5.0 0.79 0.59 74.0 ―

ヘルシー種豚 11月

同 上 同 左 ノーサン印ブロイラー肥育前期用 25年

配合飼料 11月 22.7 7.1 2.4 5.9 1.10 0.68 ― 3,050

ジョイスタークランブル

フタバ飼料（株） 同 左 肉牛後期 25年
10.7 3.6 3.7 3.1 0.25 0.38 62.8 ―

岡山県岡山市東区瀬戸町万富１０５７番地１ 11月

注） 試験結果の概要の欄には，個別検査項目別に試験結果を示し，違反が認められた場合は，備考欄にその内容を示す。
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〔
六
四
〕
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二

十
六
年
二
月
十
二
日
付
け
で
、
次
の
建
設
業
者
の
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

商
号
又
は
名
称

オ
ー
ル
ゲ
イ
ン
有
限
会
社

二

代
表
者
の
氏
名

松
尾

順
紀

三

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

倉
敷
市
福
井
二
二
四

三

－

四

許
可
番
号

岡
山
県
知
事
許
可
（
般

二
一
）
第
二
一
六
二
二
号

－

五

許
可
年
月
日

平
成
二
十
一
年
四
月
三
十
日

六

処
分
の
内
容

建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
次
の
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

一
般
建
設
業
の
う
ち
土
木
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
石
工
事
業
、
鋼
構
造
物
工
事
業
、

ほ
装
工
事
業
、
し
ゆ
ん
せ
つ
工
事
業
、
塗
装
工
事
業
、
防
水
工
事
業

七

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

オ
ー
ル
ゲ
イ
ン
有
限
会
社
は
、
経
営
業
務
の
管
理
責
任
者
及
び
営
業
所
の
専
任
技
術
者
が
既
に
退

、

。

社
し
て
お
り

建
設
業
法
第
七
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
許
可
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

こ
の
こ
と
は
、
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
。

一

商
号
又
は
名
称

株
式
会
社
Ｍ
Ｋ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

二

代
表
者
の
氏
名

佐
藤

康
史

三

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

岡
山
市
南
区
泉
田
二
八

八
（
新
住
所
表
記

岡
山
市
南
区
泉
田

－

一
丁
目
四
番
三

一
号
）

－

四

許
可
番
号

岡
山
県
知
事
許
可
（
般

二
一
）
第
二
三
三
五
八
号

－

五

許
可
年
月
日

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
日

六

処
分
の
内
容

建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
次
の
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

一
般
建
設
業
の
う
ち
土
木
工
事
業

七

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

株
式
会
社
Ｍ
Ｋ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
経
営
業
務
の
管
理
責
任
者
及
び
営
業
所
の
専
任
技
術
者

が
既
に
退
社
し
て
お
り
、
建
設
業
法
第
七
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
許
可
の
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
。
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〔
六
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
北
溝
手
字
荒
神
後
四
〇
八

三
六
、
四
〇
八

三
七
、
四
〇
八

三
八
、
字
釼
先
キ
四
二

－
－

－

二
七

一
三

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
真
壁
一
一
八
〇

三

－

宮
本

博
司

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
六
七
号
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〔
四
〕
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
七
日
付
け
公
布
岡
山
県
告
示
第
六
百
七
号
（
漁
業
共
済
加
入
区
の
漁

業
の
区
分
の
変
更
）
に
誤
り
が
あ
っ
た
。

行

誤

正

終
わ
り
か
ら
六

船
曳
網
漁
業

機
船
船
び
き
網
漁
業

び
き
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